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資料 1： 再⽣可能エネルギー等イノベーション共創プラットフォームについ
て 平成 31 年 4 ⽉佐賀県新エネルギー産業課(⼀部抜粋) 
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資料 2： 理⼯学研究科博⼠課程とその背景および関連機関との連携 
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年

次 
学期 

(クォーター) 
博士課程研究 専攻共通科目 コース専門科目  

1 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究 Introduction to Science 
and Engineering 
Application 
 (理工学応用概論) 

  

第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
第 3 (10〜11月) 博士課程研究 Colloquium on Science 

and Engineering 
(理工学コロキウム) 

Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究  Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

2 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究   Advanced Mechanical 
and Electrical Energy 
Engineering（機械・電

気エネルギー工学特論） 
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
第 3 (10〜11月) 博士課程研究 International Workshop 

(国際ワークショップ) 
  

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    

3 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究    
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
第 3 (10〜11月) 博士課程研究    
第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    

資料 3： 理⼯学研究科理⼯学専攻(博⼠後期課程)履修モデル(4 ⽉⼊学) 
数理・情報サイエンスコース 

機械・電気エネルギー工学コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年

次 
学期 

(クォーター) 
博士課程研究 専攻共通科目 コース専門科目  

1 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究 Introduction to Science 
and Engineering 
Application 
 (理工学応用概論) 

  

第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
第 3 (10〜11月) 博士課程研究 Colloquium on Science 

and Engineering 
(理工学コロキウム) 

Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究  Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

2 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究   Advanced Mathematical 
and Information Science 
(数理・情報サイエンス特

論) 
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
第 3 (10〜11月) 博士課程研究 International Workshop 

(国際ワークショップ) 
  

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    

3 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究    
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
第 3 (10〜11月) 博士課程研究    
第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    
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社会基盤・建築デザインコース 

 

バイオ・マテリアルエンジニアリングコース 

  

年

次 
学期 

(クォーター) 
博士課程研究 専攻共通科目 コース専門科目  

1 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究 Introduction to Science 
and Engineering 
Application 
 (理工学応用概論) 

  

第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
第 3 (10〜11月) 博士課程研究 Colloquium on Science 

and Engineering 
(理工学コロキウム) 

Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究  Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

2 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究   Advanced Lecture on 
Civil Engineering and 
Architectural Design
（社会基盤建築デザイン

特論） 
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
第 3 (10〜11月) 博士課程研究 International Workshop 

(国際ワークショップ) 
  

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    

3 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究    
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
第 3 (10〜11月) 博士課程研究    
第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    

年

次 
学期 

(クォーター) 
博士課程研究 専攻共通科目 コース専門科目  

1 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究 Introduction to Science 
and Engineering 
Application 
 (理工学応用概論) 

  

第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
第 3 (10〜11月) 博士課程研究 Colloquium on Science 

and Engineering 
(理工学コロキウム) 

Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究  Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

2 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究   Advanced Biomaterial 
Systems（生体物質シス

テム学特論） 
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
第 3 (10〜11月) 博士課程研究 International Workshop 

(国際ワークショップ) 
  

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    

3 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究    
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
第 3 (10〜11月) 博士課程研究    
第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    
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資料 4： 理⼯学研究科理⼯学専攻(博⼠後期課程)履修モデル(10 ⽉⼊学) 
数理・情報サイエンスコース 

 

機械・電気エネルギー工学コース 

  

年

次 
学期 

(クォーター) 
博士課程研究 専攻共通科目 コース専門科目  

1 

第 3 (10〜11 月) 博士課程研究 Introduction to Science 
and Engineering 
Application 
 (理工学応用概論) 

  

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    
第 1 (4〜5 月) 博士課程研究 Colloquium on Science 

and Engineering 
(理工学コロキウム) 

 Advanced Mathematical 
and Information Science 
(数理・情報サイエンス特

論) 
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    

2 

第 3 (10〜11 月) 博士課程研究 International Workshop 
(国際ワークショップ) 

Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究  Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究    
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    

3 

第 3 (10〜11 月) 博士課程研究    
第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    
第 1 (4〜5 月) 博士課程研究    
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    

年

次 
学期 

(クォーター) 
博士課程研究 専攻共通科目 コース専門科目  

1 

第 3 (10〜11 月) 博士課程研究 Introduction to Science 
and Engineering 
Application 
 (理工学応用概論) 

  

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    
第 1 (4〜5 月) 博士課程研究 Colloquium on Science 

and Engineering 
(理工学コロキウム) 

 Advanced Mechanical 
and Electrical Energy 
Engineering（機械・電

気エネルギー工学特論） 
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    

2 

第 3 (10〜11 月) 博士課程研究 International Workshop 
(国際ワークショップ) 

Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究  Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究    
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    

3 

第 3 (10〜11 月) 博士課程研究    
第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    
第 1 (4〜5 月) 博士課程研究    
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
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社会基盤・建築デザインコース 

 

 

バイオ・マテリアルエンジニアリングコース 

  

年

次 
学期 

(クォーター) 
博士課程研究 専攻共通科目 コース専門科目  

1 

第 3 (10〜11 月) 博士課程研究 Introduction to Science 
and Engineering 
Application 
 (理工学応用概論) 

  

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    
第 1 (4〜5 月) 博士課程研究 Colloquium on Science 

and Engineering 
(理工学コロキウム) 

 Advanced Lecture on 
Civil Engineering and 
Architectural Design
（社会基盤建築デザイン

特論） 
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    

2 

第 3 (10〜11 月) 博士課程研究 International Workshop 
(国際ワークショップ) 

Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究  Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究    
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    

3 

第 3 (10〜11 月) 博士課程研究    
第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    
第 1 (4〜5 月) 博士課程研究    
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    

年

次 
学期 

(クォーター) 
博士課程研究 専攻共通科目 コース専門科目  

1 

第 3 (10〜11 月) 博士課程研究 Introduction to Science 
and Engineering 
Application 
 (理工学応用概論) 

  

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    
第 1 (4〜5 月) 博士課程研究 Colloquium on Science 

and Engineering 
(理工学コロキウム) 

 Advanced Biomaterial 
Systems（生体物質シス

テム学特論） 
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    

2 

第 3 (10〜11 月) 博士課程研究 International Workshop 
(国際ワークショップ) 

Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

第 4 (12〜1 月) 博士課程研究  Practical Cooperative 
Project 
(実践的協働プロジェク

ト) 

 

第 1 (4〜5 月) 博士課程研究    
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    

3 

第 3 (10〜11 月) 博士課程研究    
第 4 (12〜1 月) 博士課程研究    
第 1 (4〜5 月) 博士課程研究    
第 2 (6〜7 月) 博士課程研究    
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資料 5： 理⼯学研究科理⼯学専攻(博⼠後期課程)コースツリー(4 ⽉⼊学) 

 

 

資料 6： 理⼯学研究科理⼯学専攻(博⼠後期課程)コースツリー(10 ⽉⼊学) 
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資料 7： Practical Cooperative Project（実践的協働プロジェクト）にお
いて再⽣可能エネルギープロジェクトへ参加した場合（例⽰） 
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資料 8： 先⾏履修制度内規(案) 

 

佐賀⼤学⼤学院理⼯学研究科における博⼠後期課程先⾏履修科⽬の履修に関する内規（案） 

 

（令和  年 ⽉ ⽇制定） 

 

（趣旨） 

第１条 佐賀⼤学⼤学院理⼯学研究科博⼠前期課程学⽣の博⼠後期課程先⾏履修科⽬の履
修（以下「先⾏履修」という）については，佐賀⼤学学則（平成１６年４⽉１⽇制定）
に定めるもののほか，この内規の定めるところによる。 

（履修資格） 

第２条 先⾏履修ができる者は，次の各号のいずれにも該当する者とする。 

（1） 本学⼤学院理⼯学研究科博⼠後期課程に進学を志望する者。 

（2） 博⼠前期課程２年次に在籍する者でＧＰＡ３．０以上の者。 

（3） 指導教員等の了承を得ていること。 

（履修科⽬の上限） 

第３条 先⾏履修の授業科⽬として登録することができる単位数の上限は２単位とする。 

（履修科⽬） 

第４条 ⼤学院先⾏履修科⽬は，別表に定める。 

 

附 則 

１ この内規は，令和３年４⽉１⽇から施⾏し，令和２年度の⼊学⽣から適⽤する。 
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資料 9： 国⽴⼤学法⼈佐賀⼤学教育職員定年規程 

国⽴⼤学法⼈佐賀⼤学教育職員定年規程 

（平成１６年４⽉１⽇制定） 

（趣旨） 

第１条 国⽴⼤学法⼈佐賀⼤学教育職員就業規程（平成１６年４⽉１⽇制定）第９条の規
定に基づく国⽴⼤学法⼈佐賀⼤学の専任の教授，准教授，講師，助教及び助⼿（以下
「⼤学教員」という。）の定年は，この規程の定めるところによる。 

（定年及び退職の⽇） 

第２条 ⼤学教員の定年は，年齢６５年とする。 

２ ⼤学教員の定年による退職の⽇は，定年に達した⽇の属する学年の末⽇とする。 

（規程の改正） 

第３条 この規程の改正は，教育研究評議会において，構成員の３分の２以上が出席し，
出席者の過半数の同意を得なければならない。 

  

  

附 則 

 この規程は，平成１６年４⽉１⽇から施⾏する。 

附 則（平成１９年３⽉２２⽇改正） 

 この規程は，平成１９年４⽉１⽇から施⾏する。 

附 則（平成２８年３⽉２５⽇改正） 

 この規程は，平成２８年４⽉１⽇から施⾏する。 
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資料 10： 理⼯学研究科理⼯学専攻(博⼠後期課程)修了までスケジュール表 

年
次 

学期 

(クォーター) 

実施内容 

1 第 1 

4〜5 ⽉ 

 主指導教員 1 名、副指導教員 2 名を、⼊学年度の 4 ⽉に開催される
研究科委員会で決定する。 

 指導教員は、「Introduction to Science and Engineering Application (理⼯
学応⽤概論)」の履修を指導する。 

 主指導教員は、学⽣と⾯談し、副指導教員との協議の上で研究課題
を確定し、5 ⽉末までに 1 年第 1〜第 2 クォーターの研究指導計画を
決定する。 

 指導教員は研究背景および先⾏研究の調査について指導する。 

 学⽣は 9 ⽉末に研究実施報告を⾏う。 

第 2 

6〜7 ⽉ 

第 3 

10〜11 ⽉ 

 主指導教員は学⽣と⾯談し、副指導教員との協議の上、10 ⽉末まで
に研究経過の点検・評価・助⾔および 1 年第 3〜第 4 クォーターの研
究指導計画を決定する。 

 指導教員は、「Practical Cooperative Project (実践的協働プロジェク
ト)」の実施内容について、相⼿先と学⽣との協議の上で決定する。
「Colloquium on Science and Engineering (理⼯学コロキウム)」でのプ
レゼンテーションを指導する。さらに、研究課題に則った研究⽅
法・実験計画等の指導を⾏う。  

 学⽣は 3 ⽉末に研究実施報告を⾏う。  

第 4 

12〜1 ⽉ 

2 第 1 

4〜5 ⽉ 

 主指導教員は学⽣と⾯談し、副指導教員との協議の上、5 ⽉末までに
研究経過の点検・評価・助⾔および 2 年第 1〜第 2 クォーターの研究
指導計画を決定する。 

 指導教員は、「コース専⾨科⽬」の履修を指導する。 

 指導教員は、引き続き研究課題に則った研究⽅法・実験計画等の指
導を⾏う。 

 指導教員は、学会等での研究発表や学術論⽂の執筆の指導を⾏う。 

 学⽣は 9 ⽉末に研究実施報告を⾏う。  

第 2 

6〜7 ⽉ 

第 3 

10〜11 ⽉ 

 主指導教員は学⽣と⾯談し、副指導教員との協議の上、10 ⽉末まで
に研究経過の点検・評価・助⾔および 2 年第 3〜第 4 クォーターの研
究指導計画を決定する。 

 指導教員は、「International Workshop (国際ワークショップ)」の履修
を指導する。 

 指導教員は、引き続き研究課題に則った研究⽅法・実験計画等、実
験結果等の分析や考察について指導する。 

 指導教員は、引き続き学会等での研究発表や学術論⽂の執筆の指導
を⾏う。 

 学⽣は 3 ⽉末に研究実施報告を⾏う。 

第 4 

12〜1 ⽉ 
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3 第 1 

4〜5 ⽉ 

 主指導教員は学⽣と⾯談し、副指導教員との協議の上、5 ⽉末までに
研究経過の点検・評価・助⾔および 3 年第 1〜第 2 クォーターの研究
指導計画を決定する。 

 指導教員は、これまでの研究成果を博⼠論⽂にまとめるための指導
を⾏う。 

 学⽣は 9 ⽉末に研究実施報告を⾏う。  

第 2 

6〜7 ⽉ 

第 3 

10〜11 ⽉ 

 主指導教員は学⽣と⾯談し、副指導教員との協議の上、10 ⽉末まで
に研究経過の点検・評価・助⾔および 3 年第 3〜第 4 クォーターの研
究指導計画を決定する。 

 指導教員は、公聴会の指導を⾏う。 

 4 名以上の審査員(主査 1 名、副査 3 名以上)を研究科委員会で選出す
る。 

 審査員は、学位審査会で最終試験を⾏い、博⼠論⽂および最終試験
結果を審査する。 

 審査結果を研究科委員会で審議し、学位授与の可否を決定する。 

 学⽣は 3 ⽉末に研究実施報告を⾏う。  

第 4 

12〜1 ⽉ 

 研究指導体制：出願時の応募書類および⼊学試験の結果により、主指導教員 1 名、副
指導教員 2 名以上を、⼊学年度の 4 ⽉に開催される研究科委員会で決定する。 

 研究指導実績報告：指導教員と副指導教員による研究指導計画と研究経過の点検・評
価・助⾔、学⽣による研究実施報告は、全て、Web 上の研究指導実施報告に記載す
る。 

 修了要件：博⼠後期課程に 3 年以上在籍し、専攻共通科⽬ 6 単位及びコース専⾨科⽬
1 単位を修得し、研究指導を受けた上で、博⼠論⽂の審査及び最終試験に合格するこ
と。 

 学位論⽂審査体制：博⼠論⽂の学位審査は３名以上の審査員によって⾏う。主査は学
⽣の所属するコースから選出し、副査は、博⼠論⽂の研究課題に応じて研究科内の他
コースあるいは他研究科の教員を選出することができる。 

博⼠論⽂は以下の項⽬について審査する。 

① 博⼠論⽂の内容については、その分野での意義、新規性および独創性が⼗分で
あるかを審査する。 

② 公聴会を開催し、研究の⽬的、結果及び結論が明確に説明されるか、また、質
疑応答の適切さを評価する。 

③ 最終試験を実施し、博⼠論⽂の内容に関連した学⼒を問う。 

学⽣は理学または⼯学の専攻分野の名称を付して学位の申請を⾏う。学位審査会は最
終試験と審査を実施した後、その結果の要旨を研究科委員会に報告する。研究科委員
会はこの報告に基づき、博⼠論⽂および最終試験の合否の判定を⾏い、学位に付記す
る専攻分野を決定する。 
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資料 11： 佐賀⼤学学位規則 

佐賀⼤学学位規則 

（平成１６年４⽉１⽇制定） 

（趣旨） 

第１条 この規則は，佐賀⼤学学則（平成１６年４⽉１⽇制定）第３６条及び佐賀⼤
学⼤学院学則（平成１６年４⽉１⽇制定）第２２条の規定に基づき，佐賀⼤学（以
下｢本学｣という｡）が授与する学位に関し必要な事項を定めるものとする。 

（学位） 

第２条 本学において授与する学位は，学⼠，修⼠及び博⼠の学位並びに専⾨職学位
とする。 

（学位に付記する専攻分野の名称） 

第３条 前条の学位を授与するに当たっては，別表に定める専攻分野の名称を付記す
るものとする。 

（学⼠の学位授与の要件） 

第４条 学⼠の学位は，本学の学部を卒業した者に授与するものとする。 

（修⼠の学位授与の要件） 

第５条 修⼠の学位は，本学⼤学院の修⼠課程を修了した者に授与するものとする。 

（博⼠の学位授与の要件） 

第６条 博⼠の学位は，本学⼤学院の博⼠課程を修了した者⼜は本学⼤学院の博⼠課
程の後期３年の課程（以下「博⼠後期課程」という。）を修了した者に授与するも
のとする。 

２ 前項に定めるもののほか，博⼠の学位は，本学⼤学院の⾏う博⼠の学位論⽂（以
下「博⼠論⽂」という。）の審査に合格し，かつ，本学⼤学院の博⼠課程を修了し
た者⼜は本学⼤学院の博⼠後期課程を修了した者と同等以上の学⼒を有することを
確認（以下「学⼒の確認」という。）された者に授与することができる。 

（専⾨職学位の授与の要件） 

第６条の２ 専⾨職学位は，本学⼤学院の専⾨職学位課程を修了した者に授与するも
のとする。 

（学位の申請） 

第７条 第５条に規定する学位の授与を受けようとする者は，学位申請書（第１号様
式）に修⼠の学位論⽂⼜は特定の課題についての研究の成果（以下「修⼠論⽂等」
という。）を添え，研究科⻑に提出しなければならない。 

２ 第６条第１項に規定する学位の授与を受けようとする者は，学位申請書（第２号
様式）に博⼠論⽂，論⽂⽬録（第４号様式），博⼠論⽂の要旨及び履歴書を添え，
研究科⻑を経て，学⻑に提出しなければならない。 
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３ 第６条第２項の規定により，博⼠論⽂を提出して学位の授与を受けようとする者
は，学位申請書（第３号様式）に，前項に規定するもののほか，別に定める学位論
⽂審査⼿数料を添え，研究科⻑を経て，学⻑に提出しなければならない。 

４ 研究科の博⼠課程⼜は博⼠後期課程に所定の期間在学し，所定の単位を修得し，
かつ，必要な研究指導を受けて退学した者が学位を申請するときは，前項の規定を
準⽤する。この場合において，退学したときから１年を超えないときは，学位論⽂
審査⼿数料の納付を免除する。 

５ 既納の学位論⽂審査⼿数料は，返還しない。 

（修⼠論⽂等及び博⼠論⽂） 

第８条 修⼠論⽂等及び博⼠論⽂は，１編に限る。ただし，参考資料として他の論⽂
を添付することができる。 

２ 研究科⻑は，審査のため必要があるときは，修⼠論⽂等及び博⼠論⽂の提出者
に，当該修⼠論⽂等及び博⼠論⽂の訳⽂その他必要な資料等の提出を求めることが
できる。 

（審査の付託） 

第９条 研究科⻑は，第７条第１項の規定による修⼠の学位の申請を受理したとき
は，当該研究科委員会にその審査を付託しなければならない。 

２ 学⻑は，第７条第２項から第４項までの規定による博⼠の学位の申請を受理した
ときは，当該研究科⻑を経て，研究科委員会にその審査を付託しなければならな
い。 

（審査員の選出） 

第１０条 前条第１項の規定により修⼠論⽂等の審査を付託された研究科委員会は，
修⼠論⽂等の内容及び専攻科⽬に関連がある教員の中から審査員３⼈以上を選出し
て，修⼠論⽂等の審査及び最終試験を⾏わせるものとする。 

２ 前条第２項の規定により博⼠論⽂の審査を付託された研究科委員会は，博⼠論⽂
の内容及び専攻科⽬に関連がある教員の中から審査員３⼈以上を選出して，博⼠論
⽂の審査並びに最終試験⼜は試験及び学⼒の確認を⾏わせるものとする。 

３ 前２項の規定にかかわらず，修⼠論⽂等及び博⼠論⽂の審査に当たって必要があ
るときは，研究科委員会の議を経て，他の⼤学院⼜は研究所等（外国の⼤学院⼜は
研究所等を含む。）の教員等を審査員として加えることができる。 

（審査の期間） 

第１１条 修⼠論⽂は，提出者の在学期間中に審査を終了するものとする。 

２ 博⼠論⽂は，受理した⽇から１年以内に審査を終了するものとする。 

（最終試験） 

第１２条 最終試験は，第７条第１項⼜は第２項の規定により申請のあった者に対
し，修⼠論⽂等⼜は博⼠論⽂の審査を終えた後，修⼠論⽂等⼜は博⼠論⽂を中⼼と
して，これに関連のある科⽬について筆記⼜は⼝述により⾏うものとする。 

（試験） 
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第１３条 試験は，第７条第３項及び第４項の規定により申請のあった者に対し，博
⼠論⽂の審査を終えた後，博⼠論⽂を中⼼として，これに関連のある専⾨分野につ
いて筆記⼜は⼝述により⾏うものとする。 

（学⼒の確認） 

第１４条 学⼒の確認は，第７条第３項及び第４項の規定により申請のあった者に対
し，博⼠論⽂の審査及び試験を終えた後，博⼠論⽂に関連のある専⾨分野及び外国
語について筆記⼜は⼝述により⾏うものとする。 

（学⼒の確認の特例） 

第１５条 前条の規定にかかわらず，第７条第４項に規定する者のうち，退学したと
きから⼀定の年限内の者については，各研究科の定めるところにより，第６条第１
項に規定する者と同等以上の学⼒を有する者とみなし，学⼒の確認を免除すること
ができる。 

（審査結果の要旨の報告） 

第１６条 審査員は，第７条第１項⼜は第２項の規定により申請のあった者の修⼠論
⽂等⼜は博⼠論⽂の審査及び最終試験を終了したときは，その結果の要旨を速やか
に研究科委員会に報告するものとする。 

２ 審査員は，第７条第３項及び第４項の規定により申請のあった者の博⼠論⽂の審
査並びに試験及び学⼒の確認を終了したときは，その結果の要旨を速やかに研究科
委員会に報告するものとする。 

３ 前２項の報告は，⽂書をもって⾏うものとする。 

（合否の判定） 

第１７条 研究科委員会は，前条第１項の報告に基づき，修⼠論⽂等⼜は博⼠論⽂及
び最終試験の合否の判定を⾏う。 

２ 研究科委員会は，前条第２項の報告に基づき，博⼠論⽂及び試験の合否の判定を
⾏う。 

（判定結果の報告） 

第１８条 学部⻑⼜は研究科⻑は，教授会⼜は研究科委員会において学位を授与する
ものと判定したときは，速やかに，次に掲げる事項を記載した⽂書を添えて，その
旨を学⻑に報告しなければならない。 

(1) 授与する学位の種類 

(2) 授与する年⽉⽇ 

(3) 博⼠の場合，第６条第１項⼜は第２項のいずれの規定によるかの別 

(4) 博⼠の場合，博⼠論⽂の審査及び最終試験⼜は試験の結果の要旨 

(5) 第６条第２項の規定による博⼠の場合，学⼒の確認の結果の要旨 

２ 学位を授与できないと判定した者については，その旨を学⻑に報告しなければな
らない。 

（学位の授与） 
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第１９条 学⻑は，前条の報告を経て，課程の修了及び学位を授与すると決定した者
には，学位記（第５号様式，第６号様式，第７号様式，第８号様式⼜は第９号様
式）を交付し，学位を授与できないと決定した者には，その旨を通知するものとす
る。 

２ 前項の規定にかかわらず，国⽴学校設置法の⼀部を改正する法律（平成１５年法
律第２９号）附則第２項の規定により平成１５年９⽉３０⽇に在学する者が在学し
なくなる⽇までの間存続するものとされた佐賀医科⼤学に在学していた者に対し，
学位を授与すると決定した場合の学位記は，第１０号様式，第１１号様式⼜は第１
２号様式とする。 

（学位授与の報告） 

第２０条 前条の規定により博⼠の学位を授与したときは，学位簿に登録し，学位規
則（昭和２８年⽂部省令第９号）第１２条に定める様式により⽂部科学⼤⾂に報告
しなければならない。 

（博⼠論⽂要旨等の公表） 

第２１条 本学が博⼠の学位を授与したときは，当該博⼠の学位を授与した⽇から３
⽉以内に，当該博⼠の学位の授与に係る博⼠論⽂の要旨及び博⼠論⽂審査の結果の
要旨をインターネットの利⽤により公表するものとする。 

（博⼠論⽂の公表） 

第２２条 博⼠の学位を授与された者は，当該博⼠の学位を授与された⽇から１年以
内に，当該博⼠の学位の授与に係る博⼠論⽂の全⽂を公表しなければならない。た
だし，当該博⼠の学位を授与される前に既に，公表したときは，この限りでない。 

２ 前項本⽂の規定にかかわらず，博⼠の学位を授与された者は，やむを得ない事由
がある場合には，学⻑の承認を得て，当該博⼠の学位の授与に係る博⼠論⽂の全⽂
に代えてその内容を要約したものを公表することができる。この場合において，研
究科⻑は，当該博⼠論⽂の全⽂を求めに応じて閲覧に供するものとする。 

３ 博⼠の学位を授与された者が⾏う前２項の規定による公表は，本学の協⼒を得
て，インターネットの利⽤により⾏わなければならない。 

（学位の名称） 

第２３条 本学の学位を授与された者が，学位の名称を⽤いるときは，「佐賀⼤学」
と付記しなければならない。 

（学位授与の取消し） 

第２４条 学位を授与された者が，不正の⽅法により学位の授与を受けた事実が判明
したとき，⼜はその名誉を汚辱する⾏為があったときは，学⻑は，教授会⼜は研究
科委員会の議を経て，学位の授与を取り消し，学位記の返還を命じ，かつ，その旨
を公表するものとする。 

（学位記の再交付） 

第２５条 学位記の再交付を受けようとする者は，その理由を明記して学⻑に願い出
なければならない。 
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（雑則） 

第２６条 この規則に定めるもののほか，学位に関し必要な事項は，各学部⼜は各研
究科が別に定める。 

  

  

附 則 

１ この規則は，平成１６年４⽉１⽇から施⾏する。 

２ 国⽴⼤学法⼈の成⽴の際現に国⽴学校設置法の⼀部を改正する法律（平成１５年
法律第２９号）附則第２項の規定により平成１５年９⽉３０⽇に在学する者が在学
しなくなる⽇までの間存続するものとされた佐賀⼤学教育学部に在学していた者に
係る学位に付記する専攻分野の名称は，第３条第１号の規定にかかわらず，教育学
とする。 

附 則（平成１６年７⽉２０⽇改正） 

 この規則は，平成１６年７⽉２０⽇から施⾏する。 

附 則（平成２１年３⽉１９⽇改正） 

１ この規則は，平成２１年４⽉１⽇から施⾏する。 

２ 平成２１年３⽉３１⽇において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び
在学者の属する年次に転⼊学⼜は再⼊学する者については，なお従前の例による。 

附 則（平成２２年３⽉２５⽇改正） 

 この規則は，平成２２年４⽉１⽇から施⾏する。 

附 則 (平成２２年３⽉２５⽇改正) 

 この規則は，平成２２年４⽉１⽇から施⾏する。 

附 則（平成２３年２⽉２３⽇改正） 

１ この規則は，平成２３年４⽉１⽇から施⾏する。 

２ 国⽴⼤学法⼈佐賀⼤学規則の⼀部を改正する規則（平成１８年２⽉１６⽇制定）
附則第２項の規定により平成１８年３⽉３１⽇に在学する者が在学しなくなる⽇ま
での間存続するものとされた佐賀⼤学農学部に置かれていた学科，国⽴⼤学法⼈佐
賀⼤学規則の⼀部を改正する規則（平成２０年２⽉１３⽇制定）附則第２項の規定
により平成２０年３⽉３１⽇に在学する者が在学しなくなる⽇までの間存続するも
のとされた佐賀⼤学⼤学院医学系研究科に置かれていた専攻並びに国⽴⼤学法⼈佐
賀⼤学規則の⼀部を改正する規則（平成２２年３⽉２５⽇制定）附則第２項の規定
により平成２２年３⽉３１⽇に在学する者が在学しなくなる⽇までの間存続するも
のとされた佐賀⼤学⼤学院⼯学系研究科及び佐賀⼤学⼤学院農学研究科に置かれて
いた専攻に在学する者に授与する学位に付記する専攻分野の名称は，改正後の別表
の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成２５年３⽉２７⽇改正）  

１ この規則は，平成２５年４⽉１⽇から施⾏する。 
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２ 国⽴⼤学法⼈佐賀⼤学基本規則の⼀部を改正する基本規則（平成２５年２⽉２７
⽇制定）附則第２項の規定により平成２５年３⽉３１⽇に在学する者が在学しなく
なる⽇までの間存続するものとされた佐賀⼤学経済学部に置かれていた課程に在学
する者に授与する学位に付記する専攻分野の名称は，改正後の別表の規定にかかわ
らず，なお従前の例による。 

附 則（平成２５年６⽉２６⽇改正）  

１ この規則は，平成２５年６⽉２６⽇から施⾏し，平成２５年４⽉１⽇から適⽤す
る。  

２ この規則による改正後の佐賀⼤学学位規則（以下「新学位規則」という。）第２
１条の規定は，この規則の適⽤の⽇以後に博⼠の学位を授与した場合について適⽤
し，同⽇前に博⼠の学位を授与した場合については，なお従前の例による。 

３ 新学位規則第２２条の規定は，この規則の適⽤の⽇以後に博⼠の学位を授与され
た者について適⽤し，同⽇前に博⼠の学位を授与された者については，なお従前の
例による。 

附 則（平成２７年３⽉２６⽇改正）  

 この規則は，平成２７年４⽉１⽇から施⾏する。  

附 則（平成２８年２⽉２４⽇改正） 

１ この規則は，平成２８年４⽉１⽇から施⾏する。 

２ 国⽴⼤学法⼈佐賀⼤学基本規則の⼀部を改正する基本規則（平成２８年２⽉２４
⽇制定）附則第２項及び第３項の規定により平成２８年３⽉３１⽇に在学する者が
在学しなくなる⽇までの間存続するものとされた佐賀⼤学⽂化教育学部に置かれて
いた課程並びに佐賀⼤学⼤学院教育学研究科及び佐賀⼤学⼤学院経済学研究科に置
かれていた専攻に在学する者に授与する学位に付記する専攻分野の名称は，改正後
の別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成３０年３⽉２８⽇改正）  

 この規則は，平成３０年４⽉１⽇から施⾏する。 

附 則（平成３１年２⽉２７⽇改正） 

１ この規則は，平成３１年４⽉１⽇から施⾏する。 

２ 国⽴⼤学法⼈佐賀⼤学基本規則の⼀部を改正する基本規則（平成３１年２⽉２７
⽇制定）附則第２項及び第３項の規定により平成３１年３⽉３１⽇に在学する者が
在学しなくなる⽇までの間存続するものとされた佐賀⼤学理⼯学部及び佐賀⼤学農
学部に置かれていた学科並びに佐賀⼤学⼤学院医学系研究科修⼠課程及び佐賀⼤学
⼤学院⼯学系研究科博⼠前期課程に置かれていた専攻に在学する者に対する学位の
授与，授与する学位に付記する専攻分野の名称及び学位記の様式は，改正後の第５
条，別表及び第６号様式の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
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別表（第３条関係）  

 学位及び専攻分野の名称  

 １ 学部  

学 部 学科⼜は課程 学位及び専攻分野の名称 

教育学部 学校教育課程 学⼠（学校教育） 

芸術地域デザイン学部 芸術地域デザイン学科 学⼠（芸術） 

学⼠（地域デザイン） 

経済学部 経済学科 学⼠（経済学） 

経営学科 学⼠（経済学） 

経済法学科 学⼠（経済学） 

医学部 医学科 学⼠（医学） 

看護学科 学⼠（看護学） 

理⼯学部 理⼯学科 学⼠（理学） 

学⼠（⼯学） 

農学部 ⽣物資源科学科 学⼠（農学） 

  

 ２ 研究科  

研究科 課 程 専 攻 学位及び専攻分野の名称 

学校教育学研究科 専⾨職学位課程 教育実践探究専攻 教職修⼠（専⾨職） 

地域デザイン研究科 修⼠課程 地域デザイン専攻 修⼠（地域デザイン） 

医学系研究科 博⼠課程 医科学専攻 博⼠（医学） 

先進健康科学研究科 修⼠課程 先進健康科学専攻 

修⼠（医科学） 

修⼠（看護学） 

修⼠（理学） 

修⼠（⼯学） 

修⼠（農学） 

理⼯学研究科 修⼠課程 理⼯学専攻 
修⼠（理学） 

修⼠（⼯学） 

⼯学系研究科 博⼠後期課程 システム創成科学専攻 

博⼠（学術） 

博⼠（理学） 

博⼠（⼯学） 

農学研究科 修⼠課程 ⽣物資源科学専攻 修⼠（農学） 
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